
地域材を活⽤した⽯狩版⽊質バイオマスの製造・流通モデルの可能性調査

（１）背景と目的

表１ 想定する木質資源の本市等からの供給可能量等の推計

表２ 木質燃料需要量の可能性の推計
図1 森林の適切な管理と木材利用の考え方

木質チップやペレットなどの木質バイオマス燃料は、ボイラー燃料として
暖房給湯の熱利用などが道内で進んでいる。また、本市においても木質バイ
オマス発電が⺠間事業者によって進みつつある。

木質資源を活用した地域経済の循環に向けて、適切な地産地消の確立を目
指すことが本市でも重要な課題になると考えられる。

このため原料調達を森林の適切な管理や未利用材活用（林地残材等）、工
場端材などの木材の多段階利用（カスケード利用）の中で想定し、地産地消
型の木質バイオマスのサプライチェーンを構築することが望まれる。

本調査の目的は、チップやペレットを活用する石狩版木質バイオマスの製
造・流通モデルの可能性について調査検討し、今後の取組の方向性案を示す
ことである。

（４）木質燃料の需要量推計

（２）道内木材流通の現状把握

（３）木質燃料の流通等の現状

本市を中心とした木質バイオマス燃料の需
要可能性を表２のとおり推計した。

本市ではすでに、平成27年度に花川南コ
ミュニティセンターにペレットボイラーを導
入している。

本市で木質燃料への転換が想定できる公共
施設を抽出し、木質チップ換算で2,579ｔの
需要が見込めると想定した。

また既存情報等から、市内住宅1,574ｔ、
ペレットボイラー導入が進む札幌市での需要
量を約730ｔと想定し、合計で約4,900ｔ程
度の木質燃料需要が熱利用としてあると推計
した。

この他、エネルギー需要量の多い事業者に
ついて、CO2排出量等の報告情報から、熱利
用量の可能性を約25万ｔと推計するととも
に、市内で今後想定される木質バイオマス発
電での需要量を約10万ｔと推計した。

これらの需要量を合計すると、最大で約
36.8万ｔの木質燃料需要量（チップ換算）が
本市周辺地域にはあると見込まれた。

本市で活用可能な木質資源量を、北海道が
公表する推計結果等を活用して推計した。

また、林地未利用材以外にも工場端材等の
バイオマス燃料として活用可能な木質資源が
地域にはあることをヒアリング等で確認した。

活用可能性が想定される木質資源量は、パ
ルプ材等で約11,000ｔ、林地未利用材で約5､
300ｔ、廃棄物系木くずは約500tの、合計で
約16,800ｔ程度と推計した。

木質チップ
(切削チップ)

北海道の公開情報によると、令和3年度の道内の木材需要量は6,744千㎥で、
「製材」用が約34％、「製紙パルプチップ」用約34％、「合板」用約8％、
その他が約24％となっている。この需要の約68％が道内木材で自給されてお
り、原木市場を経由せずに工場に直送される方式が主流である。

農林水産省 バイオマスの活用をめぐる状況 令和元年５月より

図２ 木材の多段階利用（カスケード利用）の考え方

木質ペレット

熱利用事例
(チップボイラー)
岡山県真庭市事例

道内の木質バイオマス利用量は全体で
1,483千㎥で、その約70％が林地未利用材、
約19％が製材工場端材、約12％が建設発生
木材となっている。

道内には木質ペレット製造工場が16事業
所あり、これまで各事業所の生産能力は最大
で500ｔ程度であった。令和元年以降木質ペ
レット生産量は倍増し、令和2年度では
14,404ｔとなった。これはペレットを燃料
とする発電施設が道内で稼働したためと考え
られる。

本市に供給可能な木質資源量約16,800ｔは、
公共施設熱利用で想定される2,579ｔを上
回っているが、木質バイオマス発電が使用す
る約10万ｔの燃料に対しては約17％程度と
なった。

図２ 道内の木質ペレット生産量

北海道水産林務部
木質バイオマスサイ
ト公開情報より

14,404ｔ

※本市周辺の木質バイオマス発電施設での需要量は除く値である
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石狩の森林・林業2022
石狩管内パルプチップ
工場生産量11,052 14,367 パルプチップ
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利用設備等需要量想定する需要需用先区分 チップｔ
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課題Ａ：原料選択と、チップやペレット燃料の使い分け等の検討
課題Ｂ：エネルギー需要施設での木質ボイラー可能性の詳細検討

（詳細FS調査）
課題Ｃ：燃料製造施設の整備および事業スキームの具体化検討

（詳細FS調査）

（6）具体化に向けた課題

本年度調査で把握した情報と、検討したモデル事業の流れを元に、
モデル実現に向けた課題等を整理した。

図５ 石狩版木質バイオマス製造・流通モデル構築に向けた課題整理

このモデルを実現するためには、下記の様な段階を踏まえることが必要と考えた。

■第１段階：地域内資源や設備を活用した実証試験等
■第２段階：公共施設への新規木質ボイラー導入
■第３段階：燃料製造設備の整備
■第４段階：システムの拡張

（５）木質燃料活用の流れ
木質バイオマスの需要と供給についての情報収集結果やヒアリング情報、岡山県真庭

市等の先進地域の視察結果を元に、本市で想定される木質燃料のサプライチェーンモデ
ルの概略を右の図４と図５のように想定した。

図４ 石狩版木質バイオマス製造・流通モデルの考え方（案）
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図６ 石狩版木質バイオマス製造モデルでの事業スキーム案

将来像として地域材を地域内で利用する、木質バイオマスの製造・流通モデルの概要
案を次のように検討した。
・地域の木質資源を利用する、木質バイオマス発電が⺠間事業において進むとともに、

木質ボイラー等の導入拡大を進め、官⺠協働で地域材資源の活用を検討する。
・このため、本モデルの中核を担う施設について官⺠連携で検討し、「木質燃料製造供

給基地」の新港地域等への整備や、その運営体制の構築を目指す。
・本施設は、地域周辺で利用する木質燃料の製造、運搬配送とともに、安定供給のため

の供給量調整や、原木燃料の保管をおこなう。また、チップの含水率確認や原料由来
の証明などの品質管理事務を果たすことも想定する。

・原料としては山からの間伐材などや林地未利用材とともに、公園剪定枝や工事支障木、
工場端材やプレーナー屑、建設廃材などの様々な木質資源の取扱可能性を想定し、地
産地消での木質燃料としての活用を検討する。

・この他、将来的には早生樹などの育成や活用も想定して検討をおこなう。

①第1段階（課題Ａ解決のための調査検討と地域内資源や設備
を活用した実証試験）

②第2段階（課題Ｂ解決のための公共施設への木質ボイラー
導入）に向けたＦＳ調査

③第３段階（課題Ｃの燃料製造施設の整備に向けたＦＳ調査）
○燃料製造設備の検討
○燃料製造の事業スキーム検討


